 BCP（事業継続計画）　避難訓練手順　シナリオ（例）

[BCP発動基準の想定]
＜地震＞　深夜に震度5強の地震が発生し、停電・断水となる。その後も、1時間に20回程度の震度1～3程度の余震が続いている。
＜水害＞　線状降水帯の発生・発達により、近くの河川が氾濫危険水位に到達しそうだという情報を確認した。

[重ねるハザードマップ(国土地理院等)]　
…　津波
洪水
高潮
土砂災害　　　　　4つ
…　地図を張り付ける



[こくみん共済　地盤サポートマップ]　
…　揺れやすさ（　　/5）
液状化（　　/4）
浸水（　　/6）
土砂災害（有　無/2）　　　　　4つ
…　地図を張り付ける


	設　定
	籠　城　型
	準　備

	10:00
（10分）

10:10
（20分）

10:30
（50分）
















11:20
	職員　集合　


責任者より、BCPの訓練について説明


■「籠城型」の訓練スタート

1 情報収集　（ここが安全かどうか、地理的リスクの再確認）

2 使用する防災グッズ・資機材及び籠城するための準備

3 利用者の誘導（例…1階から2階へ、もしくは山側から反対側へ）

4 （停電・断水を想定）対応が求められる利用者の確認

5 災害対策本部へ報告


◎どの程度（時間）の「籠城」を想定するか、数日後「避難」となった場合のBCP発動基準を想定したうえで、「籠城」の時間なり日数を設定
	事前打ち合わせ
・施設確認・備品確認・説明など

・責任者からのBCPの簡易研修
　〇事前に紙媒体のデータを参加者には配布


■「龍城型」
1 被災情報の収集。施設・利用者の情報確認（停電・断水時）。

2 使用する防災グッズ・備蓄品の確認と使用手順→（応急物資班）
課題：携帯が使えない際の連絡手段

3 安全な場所（上層階等）へ利用者移動
課題：エレベータ等が使用不能の際の手段
4 利用者の確認→負傷者がいた際には救護班が対応
（医薬品等の事前確認も）
　　水、食事等の配布→（応急物資班）

完了後災害対策本部への状況報告


◇感染症訓練　
・職員の導線確保
・ゾーニング（区分け）
・コホーティング（隔離）　（カラーリング　赤・黄・緑…）
・感染症備品の確認

	設　定
	避難・施設間連携型　（被災施設・事業所等）
	避難・施設間連携型　（受入施設・避難先施設事業所等）

	
11:20
（70分）

















～12:30

12:30～
	
（被災施設）
利用者5名を避難させると想定した場合
1 受入施設（避難先）の情報収集
…事前に想定（ツール　地盤診断レポート・重ねるハザードマップ等）

2 利用者を避難させることへの職員間の周知・避難場所の確認（情報収集伝達系）
3 利用者情報（紙媒体・データ媒体?）
4 使用する防災グッズ・資機材及び避難先誘導の準備
課題：携帯が使えない際の連絡手段（先方への確認）
⑤　2台の送迎車と仮定した場合
Q被災施設、受入側施設、どちらの車両で?　
（原則、被災施設側?）
Q誰が運転手?　職員の誰が同乗?
6 受入施設までのルートを確認
7 被災施設から利用者の移動開始
・（その前に）車椅子をたたんで、車に乗せてみる訓練も
一方通行、縁石、段差等注意する箇所は? 
（溝や水路、脱輪等気をつける場所は）
　　・移動の際に注意する箇所共有→（支援・介護班）
（ピロティ―、緊急車両専用等スペースの使い分け等）
　　・車寄せ等の場所の共有→（支援・介護班）
8 受入施設側職員の誘導に従う
⑨　受入完了後受入施設側に物資の配布
水、食事等の配布→（応急物資班）
（…どこの場所に利用者が滞在するのか）
⑩　災害対策本部への報告
（避難施設先での保護完了）

反省会

明るい時間帯という設定であったが、「深夜の大雨」を想定した際には、夜勤者が避難業務を担うことになり、上席者との連絡等含め、連絡が取れなかった場合においても、職員の参集含め何が課題か、洗い出す
	
（避難先施設）
利用者5名を受入れると想定した場合
1 受入施設側の環境整備（受入施設側職員間の事前周知）
（…被災施設側の職員が戸惑わないよう）

2 使用する防災グッズ・備蓄品等の確認と使用手順→（応急物資班）
課題：携帯が使えない際の連絡手段（被災施設との確認）

3 ビブス等をつけた職員が立つ道路箇所の確認
→（誰が?　職員間で情報共有）
・一方通行、縁石、段差等注意する箇所は? 
（溝や水路、脱輪等気をつける場所は）
　　・移動の際に注意する箇所共有→（誰が?　職員間で情報共有）
（ピロティ―、緊急車両専用等スペースの使い分け等）
　　・車寄せ等の場所の共有→（誰が?　職員間で情報共有）

4 受入保護完了後、被災施設との情報共有
（職員間で情報共有）








反省会

「深夜の大雨」を想定した夜勤帯の場合、夜勤者が対応することになるため、事前に職員間での情報共有等、申し送りは必ず

	
備考

	・デイサービスやデイケアの勤務経験者なら、送迎車へ車いす利用者を乗せるその手順、操作方法等についても熟知していると思われるが、そうでない夜勤スタッフが十分に動けるか…操作手順等の周知が必要
・送迎車両の種類や車いすの種類によって、固定する場所や形状が異なることも念頭におく必要がある
・送迎車へ利用者を乗せる場合、最低何人のスタッフが必要となるか?　（増やせば増やすほど、施設内夜勤者の数が減る…）
・なので、強制参集の規定で、デイも含めた職員の誰がどのタイミングで参集させるか、を管理者(担当者)は考えておく必要がある
・事前情報　…利用者の情報は紙媒体でいいのか?
…様式等含め、統一・共有化を

・受入先で準備するもの（必要と想定されるもの）
	・紙媒体で被災施設から利用者を受入れた場合、どの情報を優先課題とするか（医療依存度等）
・避難者の受入場所、担当者等申送りも含め職員間での周知が必要
・水、食料、紙オムツ等避難利用者に必要な物品は、原則、受入施設側（避難先施設側）で準備
・行動完了後、後日、被災施設へ送り届ける場合は、受入施設側が被災施設側のロケーションを把握する機会につながる
・被災施設側が送迎した場合、施設に戻れない可能性も想定する
・受入施設側から避難利用者の家族等へ電話連絡等する機会が頻発し、固定電話等の料金が多く発生する（避難が長期化した場合）
　…費用負担も含め協議



※ 「籠城」から「避難」（例えば停電・断水が3日間以上続くことが周りの状況から推測できるような場合）に移行する場合の、BCP発動基準が明確である必要がある。何日まで籠城であれば持ちこたえられるのか、また停電と断水とでは、復旧のタイムラグがあることから、とくに「断水」に対し、どの程度耐えることができるかで、籠城の延長なり、早期の避難のタイミングを管理者は考えておく必要がある。

・　訓練終了後、反省会を実施
・　その後、参加した職員との人事交流（その後の展開にかなり効果的。次回の避難訓練では、被災施設・受入側施設入れ替えて実施するため）
■　当日必要な備品
ビデオカメラ（録画用）、携帯電話、バッテリー、ヘルメット、手袋、災害用リュック、メガホン、懐中電灯　ラジオ、ビブス　ブルーシート、災害用トイレ、カッパギ　（感染症系統の備品：防護服、養生テープ、マスク、車椅子等）　送迎車・職員自家用車からの電気供給が可能か?…
※実際にその備品が使えるかの確認
訪問系（通所系） 避難訓練手順　シナリオ（例）

[想定世帯]　…　独居高齢者、歩行困難な高齢夫婦、要介護高齢者と障害のある成人子等と仮定して

[BCP発動基準の想定]
＜地震＞　深夜に震度5強の地震が発生し、停電・断水となる。その後も、1時間に20回程度の震度1～3程度の余震が続いている。
＜水害＞　線状降水帯の発生・発達により、近くの河川が氾濫危険水位に到達しそうだという情報を確認した。

[重ねるハザードマップ(国土地理院等)]　
…　津波
洪水
高潮
土砂災害　　　　　4つ
…　地図を張り付ける


[こくみん共済　地盤サポートマップ]　
…　揺れやすさ（　　/5）
液状化（　　/4）
浸水（　　/6）
土砂災害（有　無/2）　　　　　4つ
…　地図を張り付ける


· 深夜に自然災害の襲来を予測して、事前の確認という場面設定
	設　定
	1日程度利用者の自宅での待機（籠城）を想定
	準備と確認

	
10:00
（5分）
10:05
（10分）
10:15
（30分）















10:45
	
ヘルパー等関係者　利用者宅　集合　

責任者より、BCPの訓練について説明

■「利用者が自身の家での籠城が可能かどうか」

1. 情報収集　（ここが安全かどうか、地理的リスクの再確認）

1. 今ある水や食料等、備蓄品の点検（24時間の籠城が可能か）

1. 停電・断水を想定した場合に、何が使えなくなるか

1. 使えなくなる物の代替や、今ある使えるものの確認

1. 今居る場所（部屋の位置等）が安全か否かの確認

◎すぐに避難する、というよりはむしろ、籠城のあと停電・断水が解消されず避難する、という流れを採るとした場合、1日程度（24時間）の籠城が可能かどうかの備蓄品等の確認を
	
ヘルパー等が確認しておくべきこと


■「利用者の自宅での龍城型」
1. 被災情報の収集（停電・断水時）

1. 利用者宅にある備蓄品等で、24時間程度の停電・断水に耐えることができるか、の確認

1. 他施設との連携のなかで、どこが避難先とされていたか確認

1. 家族なり近隣の地域住民が避難の支援に来た場合、停電・断水時に使えるもののリスト、避難先、利用者の個人情報含めたシートを作成（確認）



	設　定
	2日目に連携した避難施設へ避難する（発災１日目は籠城）

	10:45
（60分）

















～11:45



11:45～
	[　近隣の地域住民等が利用者を避難させる場合　]

1. 避難先施設の情報収集
…事前に想定（ツール　地盤診断レポート・重ねるハザードマップ等）
1. 利用者を避難させることを家族等へ報告・連絡　　（携帯等の不通も考えられるため、事前に確認を）
1. 利用者情報（簡易な紙媒体のもの）

1. 誰が送るのか?　（隣近所、自治会長、民生委員?）
1. どうやって?　（個人車両、徒歩で…手段について）

1. 利用者の移動・避難開始
・（その前に）車椅子をたたんで、車に乗せてみる訓練も
一方通行、縁石、段差等注意する箇所は? 
（溝や水路、脱輪等気をつける場所は）
　　・移動の際に注意する箇所共有
（ピロティ―、緊急車両専用等スペースの使い分け等）
　　・車寄せ等の場所の共有

1. 避難先施設側職員の誘導に従う
1. 家族等への報告・連絡
（携帯等の不通も考えられるため、事前に確認を）
1. 戻る際は、誰が、どう帰宅させるのか?


＜課題＞　
・近隣の地域住民が、利用者の家族へ連絡　そこまで必要か???　
・避難させるかどうかも含め、関わりたくない???
・避難の際に転倒等の事故があった場合の責任は???　負いたくない

反省会

明るい時間帯という設定であったが、「深夜」を想定した際には、近所の誰が利用者を避難させるのか、戸惑うであろう（基本、自分たち家族のことで精一杯なはず）。
	[　ヘルパーが利用者を避難させる場合　]

1. 避難先施設の情報収集　どこに避難させるのか、という点
…事前に想定（ツール　地盤診断レポート・重ねるハザードマップ等）

1. 利用者宅から避難先施設までのルート


1. どうやって?　 （法人・個人車両、徒歩で…手段について）

1. 利用者の移動・避難開始


1. 家族等への連絡（請求等については、事前に家族との合意確認を）


1. ケアマネへ連絡
　
1. 戻る際は、誰が、どう帰宅させるのか?

[避難先施設側が確認しておくべきこと]
ヘルパーが無事に利用者と着けるよう、誘導に際し…

	…道路箇所の確認（ビブス等をつけた職員が立つ等）
…一方通行、縁石、段差等注意する箇所は? 
…溝や水路、脱輪等気をつける場所は?
　　
…ピロティ―、緊急車両専用等スペースの使い分け等
　　…車寄せ等の場所の共有等
（ヘルパーがどこに停めればいいのか分からないため）

反省会

「深夜」を想定した場合、ヘルパーは基本的には自宅に居ることが考えられる。携帯電話等が不通であることを想定し、事前に家族等やケアマネとも協議しておく必要がある。翌朝からのサービスの提供をどうするのか? 

	
備考

（施設と施設といった施設間連携であれば）

	・デイサービスやデイケアの勤務経験者なら、送迎車へ車いす利用者を乗せるその手順、操作方法等についても熟知していると思われるが、そうでない夜勤スタッフが十分に動けるか…操作手順等の周知が必要
・送迎車両の種類や車いすの種類によって、固定する場所や形状が異なることも念頭におく必要がある
・送迎車へ利用者を乗せる場合、最低何人のスタッフが必要となるか?　（増やせば増やすほど、施設内夜勤者の数が減る…）
・なので、強制参集の規定で、デイも含めた職員の誰がどのタイミングで参集させるか、を管理者(担当者)は考えておく必要がある
・事前情報　…利用者の情報は紙媒体でいいのか?
…様式等含め、統一・共有化を

・受入先で準備するもの（必要と想定されるもの）
	・利用者のどの情報を優先とするのか（医療依存度等）
・避難者の受入場所、担当者等申送りも含め職員間での周知が必要
・水、食料、紙オムツ等避難利用者に必要な物品は、原則、避難先施設側（受入施設側）で準備
・ヘルパーが送迎した場合、事務所や自宅に戻れない可能性も想定する




※ 「籠城」から「避難」（例えば停電・断水が3日間以上続くことが周りの状況から推測できるような場合）に移行する場合の、BCP発動基準が明確である必要がある。何日まで籠城であれば持ちこたえられるのか、また停電と断水とでは、復旧のタイムラグがあることから、とくに「断水」に対し、どの程度耐えることができるかで、籠城の延長なり、早期の避難のタイミングを管理者は考えておく必要がある。

・　訓練終了後、反省会を実施
・　その後、参加した職員との人事交流（その後の展開にかなり効果的。次回の避難訓練では、被災施設・受入側施設入れ替えて実施するため）

■　当日必要な備品
ビデオカメラ（録画用）、携帯電話、バッテリー、ヘルメット、手袋、メガホン、懐中電灯　ラジオ、ビブス、災害用トイレ　等々
※実際にその備品が使えるかの確認

☑　　市町村で「努力義務」となっている、「個別避難計画」との整合性、関係性、進捗程度は?　

0. 2025年5月28日に可決され改正となった防災対策基本法では、被災者宅・車中泊へ「福祉サービスの提供」が明文化された…具体的に、どう被災者宅や、車中泊している被災者の元へ、福祉サービスの提供を行うのか…　
国のガイドラインを待っているところ

☑　　民法698条　緊急事務管理　「管理者は、本人の身体、名誉または財産に対する急迫の危害を免れさせるために事務管理をしたと
きは、悪意または重大な過失があるのでなければ、これによって生じた損害を賠償する責任を負わない。」

☑　　民法644条　善管注意義務　「受任者は委任の本旨に従い、善良な管理者の注意をもって事務を処理すべきである」

☑　　善きサマリア人の法　
　　　「災難に遭ったり急病になったりした人など（窮地の人）を救うために無償で善意の行動をとった場合、良識的かつ誠実にその人が
できることをしたのなら、たとえ失敗しても結果責任を問われない」という趣旨の法。
・アメリカ、カナダ、オーストラリアでは施行。日本では未だ…
新約聖書に書かれたキリストからのたとえ話
ある人がエルサレムからエリコへ下る道でおいはぎに襲われた。 おいはぎ達は服をはぎ取り金品を奪い、その上その人に大怪我をさせて置き去りにしてしまった。たまたま通りかかった祭司は、反対側を通り過ぎていった。同じように通りかかったレビ人も見て見ぬふりをした。しかしあるサマリア人は彼を見て憐れに思い、傷の手当をして自分の家畜に乗せて宿屋に連れて行き介抱してやった。翌日、そのサマリア人は銀貨2枚を宿屋の主人に渡して言った。「介抱してあげてください。もし足りなければ帰りに私が払います」
 ルカによる福音書第10章第29～37節
仙台地裁平成27年3月26日判決
事故当時、50歳であった高次脳機能障害を有する男性は、障害者自立訓練通所施設内で東日本大震災に遭い、同法人内の施設で保護されていたが、通所施設も被災したため市内の高等学校に避難せざるを得なくなった。その後、親族らの迎えが来なかったため、発災から10日後、同法人が運営する別の施設（障害者グループホーム）に移され一人で泊まっていたところ、夜間に外出し河川で溺死した事件について、死亡した当該男性の引き取りに親族らが協力的ではなかったことが被害者側の過失にあたるとして、遺族らが法人に対して求めた損害賠償請求額の50％が減額された事例。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[争点]　民法698条　緊急事務管理における善管注意義務
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